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とちらか一方に純化しよう

時間についての以上2つのアブローチは，

この対立はの知識の実質をな している3

かもかのダフル・リアリティ

時 間

一一体内ジャイ ロと体外ジャイ ローー

(抄)

の乙とくであって.大三郎橋爪
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いくつかσ)H .~f .:.~i， :こ

またがって働く ことになる。

箇きのi15わり Ci<tiまり)の$分からすれば右

まり(終わり)の部分は過去(未来)なのてあ

て ・ノしたがって

るはずだc つまり それらは.

とすると，践りの片t;IJれかとりr5l'、て，誌誌を

直線性vs三時性

台無しにしてしまう。

2. 

時12.の社会学的特質ICついて.現在のべうる限りをのべよう c

まず，近代の古典的な時間理解の背理をm!寵するe ついても.時間の規約的な本位から.時間の制度の
存在を採りあてる。さらに.われわれが時間をしっていることの仮処に，体内ジャイロを伝説し.乙れ

を進めて，それが体外ジャイ ロと後合することで社会的な時間が結節する.とまで考えてみよう。む後

に 設IJ、時間!の{言!忠が生ずる理由を推測する。

る。

時聞について考えにくいのは.時間の実体を

時間の両相性をうまく提想定することに急で.

たしかに直線性と三時性とは両立しないてお

ろう。しかしわれわれは.その問主にはとんなιJ;

態か横たわっているか.と27え了こL、e誌訟をそ

の方向に進めるため，空!日]論的なモテ Jレを泣定

... ・ い

つょっと

光が粒子性/波動性を同時に具えているとみ ら

れたように.時間も，互いに相反する(かにみ

える)二つの性質一一直線性vs三時性一ーから

えていないためで-はないだろうか?実証的な台fitf主はない乙とになるc 乙うして.

f盟主義は.時間についての(形而上学的な)問

いを遮断するかたちで民間しかえって.時間

の主在日主義的なfIl1解をミ尽くことになった。

主民主主のIi守li:JflH併に即して言えば.時間と してみよう。なる，と考えてみよう。

直線性とは.時間が過去から未来へ向かってま

時間l立論じに くい問題とされてきた。そもそ

も論ずべき対象 Cobject)なのかも.はっきりし

ていない。本稿の目的lL時1m!ζついて.社会

学的な包点から.論じうる乙 と・ 論ずべき乙 と

時間についての 2つのアブローチ

よりIP時間の成立を差し戻すことのできる.

出来1~ C平 f~) のi仏かり で純な世界。それは.っすぐ一様IC:経過していく(一一一一ーサものである

乙とをいう。乙のイメージは， 数直線(実数)Iζ生

き写しである。要するに乙の時間は.計量的Cmet-

は.時間についての経験である。たとえば意識

それを意識すはひとつの流れのようなもので.を過不足なくのべきることである。

従来の古典的な時間理解は，客観的/主観的

2程類のアプローチlζ頼ってきたと言えよ

ノh
止

体として上半東 (uppersemi-Iattice)の都造を

保っている。時間は， 事象 と :tJJ~( と(特lζ，身

ある。事象は因果の期の自によって毘がり，ると，時fl日が経験される。

時間はた しかに， 精神の活動を通じて知られ

るのである。精神の働き銭きに.どんな時間も

な，

うc とちらも十分ではないが， ric)である。(時間が瞬間(点)の集まりからなさりとて補完し

{本と身体と)の関係のうえに宿る乙とになる。ると考えれば.古代ギリシャ人にとってと同様，ない。出来事が因果的な時系列Iζ並んだとしてあうわけにもいかなLな互いに両立 しないから

空間のなかで区別を要するのは，局所/全域「飛ぶ矢は動かずJ式の不合理がつきまとってそ乙 lζ時聞を観測し構成する「観察者」が

いないから。時間は. JI国々に生起する出来事の

も，である。そうした時聞についての固定観念から

の概念対である。局所的(JocaI)とは，あるひ

とつの身体にのみ関与する ζ とがらをいう。そ

れに対し，全域 CglobaDとは.諸々の身体を

含む空聞について成立する乙とがらをいう。乙

れに応じて時聞にも，少なくとも 2つ一一問所

的な時間/全域的な時間一ーが，考えられよう。

ζのうち全域的な時間のほうは，ひとつの身体に

くる。ただわれわれは，数直線=実数Iと対する

信感lζ支えられる分だけ，

れずにすんでいる。)

乙れに対し三時性とは，時聞が過去/現在/

未来の三つの契機からなるととをいう。過去や

未来は，現在と切断されているわけではない。

ベニヤ板みたいに，現時点lζ圧着されている。

乙の様子を強いて図示すれば，

乙の問いに呑みとま系列以上の，なにものかである。

現象学が人間の時間経験iζ照準するのは，だ

から，正当である。現象学は，意識そのほかの

精神現象の微細な記述lζ努力を集中し，

ら人間の経験する時間の実態を洗いだそうと図

そ乙カ〉

った。だがそれは，時間が制度 Cinstitution)

である事実を，十分視野lζ収めていない。

逃れる乙とも，本稿の眼目のひとつである。

客観的時聞についての信居、は.近代の制度を

支える。 ζの信患は，

練されたかたちで表れている。そとでは，絶対

的な時間が，空間とともに，字宙の形式として

具わっているとされた。時・空間は，デカル卜

座標系と対応する。時間はその第4紬であり.

三次元空間のいたると乙ろを横切り，過去から

Newton力学の体系l乙洗

照準した記述では捉えられなし、。直接空間lζ帰・図 1のようになしか

属する間身体的な形式，

れる。では乙の2つの時間は，

わた しはそれを，複ジャイ.ロモデル (後

という資格で形象化左

どう関係するの

ろう。

三時性は時間の経験lζ不可避なものである。

時聞をしるための意識や反省(reflexion)が働

も現象学の文体は，時間(内的経験)について

の分析的報告に信頼をおく形になっている。

れでは，時間の客観的様棺を描くのはむりでは

乙

未来!C:向かつて一直線にのびている。

時間はガ町リレオ乙のかた，観測のパラメータ

か?である。時聞によって出来事を観測するので.

ま述)によって理解したい。その準備として，くあいだには，若干の(客観的)時間が経過す
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ないか。「時間Jそれ自体の観測可
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それとうらはらに，



ず.時.:1について考えてみよう。

3 キャロルの時計

ルイス・キャロ lレはたいそう時間に興味をも

ち.時計についても面白い話をのこしているc

L 、1コく. 「一日一分遅れる時計」と 「止まってL、

る時計」では.どっちが正確か? 尋くまでもな

い.と思うなかれcキャロルの言うには.rそり
ゃ.止まっている時計ですね。一日一分遅れる

時計J土. 2年にたった一度しか正路な時刻を指

さないでしょう c C各自計算のこと。)でも.止

まっている時計は一日 2回も正しい時刻を指す

んだから cj だがまてよ，止まっている時計かL

つ正しい時五IJを指したと判るのか? キャロル

先生す ζ しもあわてず 「ピストルを， ちょうと

その時刻;こズドンとぶつ(まなせは.陪Jj主えっこ

なし。」

時計 Cchronometer)とは何か? 時間を;W]定

する機械， と信じるむきが多い。 しかし時計か

役lζ立つのは，それがど乙か551]のと乙ろにある

「本当の時計」の複製品だからだ。本当の時計

より早すぎたり遅すぎたりする。それが「一日

lζ一分遅れる」といういみである。キャロノレが

衝いている点。それは，正しい時刻を知ること

ができない乙とにかけては，一日一分遅れる時

計も止まっている時計と大差がない，という事

実だ。なぜなら，正しい時刻を告げるのは，本

当の時計だけだから。

時計は(少なくとも)二段1<::構成されたシス

テムである。まず，道具としての時計， あるい

は複製品。っさに本当の時計。ヴィトゲンシュ

タインの論じた言語ゲームl乙 メートル原器を

めぐるものがあった。長さでも時間でも，尺度

は必ず規約的な性質を帯びる。キャロ Jレは時計

をとりあげ，いち早く時間原器の存在を示唆し

たのである。

4. 時間の詰IJ度

時計の本質li.時計を構成する部品のあれ ζ

れやそれを支える物質性のレヴェルにはない。

時計の存在BH由は((もともと自然現象としてあ

る)属詰性を.加工品のうえに人為的に生じさ

せる干点、にある。たから特に加工品でなくても

時間のさ過かそこから読みとれさえすれば，時

計の役に立つはずだe 時計の実態は， なんらか

の周期的現象である。

自然号:こ!il、ろいろな同期的現象があろう。

そのなかから手頃なものが選ばれて. 本当の時

計;二決まる。ひとひとはそこから直接・間接(ζ

時!日jを読みとり始める。 ζれが時間の制度だ。

時期的とは. とのようなことか? ある出来

-IT;かミ手間隔で生すると言えるためには，別l乙も

のさしか.t.t:-なはずである。乙れも周期的な何

かだとすると，周期的な出来事の系列が成立し

てし、く c 時計が便利なのは，乙の系列を容易lζ

かたちつくるからだ。たとえばこんな具合に:

周期的i?Jな出来事

一一(複製の)時計

一一本当の時計(時間原器)

注意すべきは，後端の現象は，もう端的lζ周期

的だとみなされる以外にないととである。周期

性を確かめるすべがない， だのに，周期的だと

わかっている一一。

乙れはどういう乙とだろう。制度のなかで，

本当の時計は最終審級だが， その外側にまだ，

それを周期的と認める最終的なメカニズムが隠

れているらしい。様々な事象を周期的と認める

が，自らを対象的lζ闇む乙とだけはしない。乙
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れは暗黙の.人r:nのね仰の佐きlこ追いない。 こ

れに支えられる Il~ りで. I時間原 ~;i は WJ則的なの

である。

時間の制度は，乙のいみで派生的(二次的}

である。ひとびとは，時計や時間jの制度の有去

に関わりなく. 時間を「しっているん

ひとひとが， 間則的である乙とをし っている

事象のなかからひとつを， 規準{ζ選ひたすとし

ょう。選ばれるや否や，その平定(主規約として

の性質を帯び.時間の尺度となる。ここから.

時間の制度が開始される。

5. ジャイロ・モデル

時間を 「しっているJという精神の作用につ

いて.考えよう。

事象一元論にたてば.精神の作用もまたある

事象(の抱合)である。 乙 t'L~立， なんらかの周

期性を含むか含まないかのいずれかだ。そ乙で

乙れを， やはり周期的だと想定するのが自然で

あろう。もし，まったく周期性を含まないとす

ると，時間を「しっている」乙とや，音楽・時

間の制度・……といった客観的な時間の観念を

われわれが抱く事実が， 理解しにくくなる。

精神の作用そのものをかたちつくる， ある周

期的メカニズムを想定し， それを(神経)ジャ

イロとよぼう。ジャイロ(回転儀)とは，地球

コマのように，系の相対的な独立性を保って周

期運動するメカニズムをいう。実体的l乙，神経

回路のようなものを思い浮かべてもかまわない

が， その必要はない。

精神が時間を しるメカニズムをジャイ ロによ

って考えるのは， もうひとつの説一一時間中枢

説一ーに対抗するためである。

時間中枢説とは，常識的な時間理解のステロ

タイフ。を名付けたもので. 多くの哲学的な考察

もこの枠内にある。それは. li-'jf日lが経過するjig

百号 とlI :jl:\] をし る 問所 (tjl~D とを区別す る ω す

なわち.なんらかのliiJ-性がなんうかの?;づ を

笠殺する，というのた。
ヲ..........b.!o-I11 
F …-" . V--'1'U '"作、二. 号i2:におけ

と.それをし るltlる時Ii日の流れ CX→ X'→ X")

枢 Ca)とのIL日に対応を121定したかたちになる C

一一一一→X一一一一 X'一一一-¥'・一一一

一一一C一一→C一一一→4一一一

a a a I '~i ~ 

[J"'i nりをしらないで同一性を(~つなに刀か. ーり

とから時間の註illをしるようになる とちーえ己

は，少々無HTIである。σまったくいj一{主をlZち
なんの変化もないものは.日}i::Uをし ることはで

きなL、。 @ 1;:Z~の差異 CX / X' /X " ) を j並じて

自己の差ー史)をしりうると考えてι.そこにi;:j
IHlが経過したとまではわからない。(山吉r.j，

21か中枢の背後lこ，時間を密輸入することにな

るだろう。 このモデルの発想をと乙まで延長し

ていっても， 同じような困悲がむしかえされる

だけだ。

乙れに対してジャイ ロモデ Jレは， 時1mをしる

特権的な場所が事象の外にあると想定しない。

精神過程もまた事象である。ただ，精神活動(を

支える神経団路)の特異な性能として，事~の

像(残響)を保蔵する乙とを認めてお乙う c Jiij 

lと起乙った事象と後の事象とは.その也!として

(すなわち，精神過程の内部で)はじめて出会

うのである。

時間的前後関係の知覚(例:ホタノレの尾の灯

が明滅しているナ)は.前/後の事象の像が神

経団路のなかで‘それぞれ保蔵され，照合される

場合l乙生じるだろう。(乙のとき;前l乙起乙った

事象を保蔵すべく神経ジャイ ロが余分lと回転し
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シャイロを 3種煩に区別すべきだ人

神経ジャイロ / (民主の)院内

ここで.る(mutualtuning in)c古一楽の理念的な形式住

このような間身体的な相互性に育まれたら

まりである。

われわれの想定でtは

という二次的事泣か生起している。)

う。すなわち.(;t . 乙の紡告をうみたすの

シャイロ /(本外ジャ イロ。身体のどんな間期性でもチェ ッのだ。それは

クする規範としてふるまう。

が，精神を組み立てるほ数の ジャイロなのであ

精神の活引を支える Oi~神経ジ ャイロとは.る。精神は，いたると乙ろ時間lこL、たる萌芽を

宿している。時間の制度がそれを撚りだして， ジャイロであるc これらは.iili治したネットけ月:Jある周期性をチェックできるのは，さて.

ークをかたちつくる。(狭義の)体内ジャイロと時間をしの周期性だと考えられる。それなら，一枚!ζ織りあげるのだ(図 3)。

fこ.

(1.身体内のジャイロのうち神経ジャイロ以札暗黙の周期性を刻んでi舌

だからこそ与作の

るわれわれの精神ふ
図3

のもの(心臓の鼓到j ・ 性問期 ・ f~~I :'J時計一 1を

いう。以上ふたつをあわせて，(広liC.J)1" ~~f~.;:... 

動 しているので:まないか ?体内ジャイロ /体外ジャイロ6. 

純粋な i季~}j を探ることができるのではなかに.fE衿過程が自分自身の活動性を捉えようとす

ャイロといおう。tJ. ~、カ> ? 周期時間の観念lこも(とも本質的なものは.時間が如実に意識されると.無限後退が生じ，

工}{ .~~ 外よ" でこれに対して体外ジャイロとは.周期身体内部の事京であると否とを間わす.性 (periodicality)である。

周期↑生が経験されるためには

そうして意識できる時るような乙とがおこる。

それうのたぶ

分(;t，iヰ1ffジャイ ロlとその(Z:がらたらされ.

生ずる一切の間期的現象をいう c性はおよそジャイロメカニズムを実態とする.両足的な現象

がなにかなければならなL、c 再起的とは.事者l

間(立.決して点のこ とき瞬間(としての今)で

.-
， ~ 

じめて互いにIYJf;i'，しあう。

乙れらのジャイ ロか悩み合う院、子をム¥，.7)-に[;(j

としてみよう c つまり，ひとつの周期性の背後

lとひとつずつのジャイロ(回転子)を想定する

のである。周期性をチェックする別の周期性を

のbi:密な湾当ではない。'J.起のノ、タ ーンが類似

.反復している乙とをいみする。

もなければ，なめらかな時間の流れでもない。

気にしないあいだ.時間はさらさらと宋直だc

が.いさ摺みとろうとすると，その ζ とに時間

区16のようである c示すれば，噛み合ったジャイロを考えればよ考えるには，周期性を必も純粋に経験させてくれるのは，出もうとした時間をとり逃がかかってしまい.

い。複ジャイロモテルである。おそらく音;?'であろう。われわれは，音響lζ注

音符の反fuを相対化する

退去とも未がすc 意識できるのは.現在とも，

周期を自分で掴む乙とができない。けれども他

の周期運動l乙遭遇し，それと噛み合うことによ

その事実を掴むのである。例解のため，

ジャイ ロを歯車にみたてよう。 歯車の数は，固

間身体的な了解項としての時間7. 自分のジャイロは周期運動それ自体なので，;芭を集中するあまり.

はすの背景を児うたってしまう c音楽を隠く経験

来ともつかぬ時間だ。

精神の活動は，それが活性を帯ひて Cactive) 

いるかぎり.端的に現在にある。けれども.あ

る部位の活性(現在)はそのまま，他の部位の

時間を しるのは，体内ジャイロの基本的な性のなかで.瞬間としての現在はまったく乗り越

しかし乙れだけでは，社会形宗と し

ての時間にたどりつく乙とはできなし、。身体は

能である。って，えられている。音楽は，不在の音を聴こうとす

る動機つけ(音楽的緊張)を生産する。音は，活性の像(過去)でありうる。それど乙ろか，

栢互に外在する。体内ジャイロがL、ちどに哨み

合える体外ジャイロがなければならない。

有周期をあらわす。複ジャイロモデルは，暗み

合った歯車によって表現できる(図 5)c 噛み合

った歯車は，互いに干渉して，新しい周期性を

過去から未来にわたる紡鐙のなかで，鳴りひび

くのだ。

それを過去とみ

なす作用がっさっさ後続していく 。乙れをあえ

て図解すれば.つぎのようだ:

精神のどんな作用につわても，

注意すべきは，体外ジャイロ/体内ジャイロ

の噛み合いがおおむね一方向的な乙とである。

体内ジャイロは，体外ジャイロを読み取る関係

体内ジャイロ{乙結ばれる時IC:ある。乙うして，

間表象は，体外ジャイロ lζ関して確定する。

2つの体内ジャイロ 8)がi本外ジャイ

ロ (C)Iζ噛み合っている様子を，図 7K示し

た。噛み合いが一方向であるので，体内ジャイ

ロA，8同士は噛み合っていなし、。すなわち，

めいめいが時間をしっているとしても，それだ

示す。

言語の受話・発話の経験lζつ

いても，同様の ζとが言える。文を理解すると

きにわれわれが置かれる現在は.物理学的一瞬

からはかけ離れた厚みをそなえている。要する

音楽に限らず.

にわれわれの精神の活動は，現在を踏みだし

外部の刺戟にそのつどいちいち縛られないよう (A， 

な，自律的な秩序のもとに営まれるのである。

音楽と言語lζ共通するのは.人為によって惹

き起乙された出来事である乙とだ。音楽が含む

周期的律動は，ひとが乙とさらに生みだしたも

図4

時間はなめらかに流れず.ぶつぶつ途切れては

押しやられていく。純然たる現在も，微細な時

間の推移も経験されないだろう。時間の明瞭な

けで両者がおなじ時聞に属する乙とにはならな

。
、.
-
L
V
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図5

ー←

の(表現)である。ひとびとは自他の身体IC:注

乙うした特異な周期性をかぎつけ意を集中し，
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しいて言えばそ

れは，過去から未来にわたる紡錘のようなまと

一単位といったものはないが，



時間の制度についての恨本的な問題。乙乙か

らどのように して， ひとびとを一様lζとらえる

(社会的な)時間の観念か萌すのか ?

自分(だけ)が時間をしっている。一一乙こ

から時間の観念を疑う， というのが常套であっ

fこ。 しかしわれわれのしっている(それしかし
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{;l.，:外ジャイロ

E語 3 
らなL、)の(:i，時間の使いプJなのだ。そしてそ

れは.体外ジャイロを絞り乙んでふるまう(現

にふるまっている!)乙とにほかならない。た

とえば，典型的な体外ジャイロとしての. 地球

の自転(ないし，太陽の日周運動)。

単純な例として， r約束」をとりあげよう。 A
さんBさんは， 大事な相談をしていたが，途中

でAさんが用事を思い出す。そ乙で2人は，約

束する。「あす.太陽が一番高くなった頃，乙乙

でまた落ちあおう。J..一。約束という出来事lと

は，個々人の行為lζは帰着できないプラス αの

部分がある。それは. 2人を一様にとらえる時

閣の観念である。「あすJというとき. あなた

も私もあすをむかえるととが含意されている。

「あす」は，事象の記述ではない。 「あす」は，

ど乙にも実在しない。むしろそれは，自分が時

聞をしっているζと，太陽の日周運動=体外ジ

ャイロを前lとして. 自分の身体のいまとは異な

そる有り僚を予料できる乙と，の表明である。

して約束のなかで「あす」といえば， 相手もそ

、

うした能力をも っている乙とまでが合むされる。

時!日jを長引する言いまわしには，時nuのi込念
が付ずiしている。あす(乙れから先の日周辺fl))

は実在しないが，その像なら， i本内ジャイロを

ml、て(ヰ抽象的に)紡成できる。「そのつき，
またそのっさ，…Jといった日間運動の反復 ・

継続は.数える操作(神経ジャイロの141回)1ζ 

置きかえられる。未発達な出合それは， rめす.
あさって.…ーうんと先」であろう。数的形21

が発達する場合lこは，暗法と称、するにふさわし

い体系性を帯びるようになる。

と乙ろで. 日周辺動ばかりが体外ジャイロで

はない。もっと長期の周期性や短期の同期性(こ

も関心が及ぶはずだ。前者(後者)を日周辺rUJ

との関連で{本系化すれば.暦法(時法)がえら

れる。すなわち暦法とは， 日間運動を基礎{こ年

周運動などを導く算法であり，時法とは， 日間

運動をより小単位l乙区画する算法である。時法

lζは大別して 2通りがある。 ひとつは日周辺動

を，数的形象(影の長さ.角度，……)によっ

て分割していく場合。もうひとつは，別の小さ

な周期性(水流，振子， ・・…)によってそれを

埋めていく場合。

時間の観念、のなりたちは，結局，一連の体外

ジャイロがひとびとにどのように承認され配列

されるか，という乙とを手掛りとする。自然界

には，多様な体外ジャイロが散在する。それら

は，体内ジャイロのなかで照合され，関連つけ

られる。 ひとびとが(たとえば約束といったか

たちで)互いの行為形態を整序させ， ひとつの

生活形式を実現している乙とが.t，ニカ当ら，ある

時間観念が妥当する乙との根拠である。ひとび

とを共通に内属させる生活形式は，体外ジャイ

ロのなかからあるものを選別し，それを手掛り

lとひとの行為に関説するのだ。

時間を用いるふるまいを， ひとつの(言語)

ザームと考えてみよう。ひとかゲームに[I.J'.. /γ 

るかさり. 自然の (ドタト シ ャイロはまさしく ~ .~; !; i ~ 

そのものにみえるc 太陽は時mJlcつれて連行す
る! だが，伎がゲームのなかでそれをみなけ

7.H.f， それは時間でむなんでもない。

とんな社会与 その生活形式のなかに:レ三〈

とむひとつ. 時間をおJJ支イじするための!じヤトシャ

イロを有 している。(22むi的な)時llilとは.tf!日

J!~ [ ~t{6 t.こる(本タトジャイロ[三 I~J ，iS~ し. それを使いこ

なすひとひとのふるまいの. 前提にほ刀、な・':/1';' 

い。時間の客担性は.社会ゲ ームの ~n:]~t止のな

かに恨を下ろしている。

B. 微小時間の信!.~

われわれの時間の制度の特徴:t，-j1!ufむ外

ジャイロを， その問兵!Jの紋14的な比例|対日:によ

って，厳密に特定しようとすると乙ろにあるu

時間はあくまでも均質・一校lC，あらゆる作外

ジャイ ロのなかを流れてい く， と{言じられてL

る。最後(ζ，時間がj主続かっ微細(ζ流れると

う，乙の近代の信想、の由来を考察しよう。

時間は数直線と同型だ， としばしば信じられ

てきた。 しかし数直線には，経験と対応のつか

ない驚くべき(数学的)性質がかくれているc

そ乙から時間のパラドクスも導ーかれてきた。そ

乙で問題を.逆!こ考える乙とにしよう。そ もそ

も，時間がどこまでも微細に細分されるという

{言?亙は，ど乙カミらもたらされるのか?

大小ふたつの体外ジャイ ロが噛み合うと乙ろ

を考える。大きなほうのジゃイロの刻む時間の

一単位を規準lζとると， 乙の複ジャイロは， そ

れを小さな単位IC変換するメカニズムlとなって

いる乙とがわかる。もっと小さなジャイロを捜

していけば， 時間の単位をまだ細かく分割でき

ょう。
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